
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年１１月２９日              NO,４６１ 

 

 発掘調査がおこなわれている沼田公園のテニスコートの北側の石垣跡の

発掘調査説明会が、２２日おこなわれ１２０人が参加しました。 

                今回の発掘調査では、軒丸瓦や丸瓦な

どが出土し、石垣の水はけをよくし、石

垣に圧力がかからないようにする裏込め

（栗石や砂利層）は、約３㍍までの高さ

まで確認され、石垣の石は、堀底から約

１．５㍍の高さまで残存していることが

わかりました。 

 ２０１７年に東京都の横田基地にオスプレイＣＶ２２の配備が予定され

ていることから２１日、福生市で配備撤回を求める集会が開かれ５０００

人が参加し、日本共産党の小池晃参議院議員があいさつしました。 

 横田基地に配備が予定されているオスプレイ２２ＣＶは、県内の２５市

町村の上空が訓練空域となっている「エリアＨ」でおこなう計画となって

いることから、沼田市上空でも訓練がおこなわれる可能性があります。 

 利根沼田地域の山岳地帯で、低空飛行訓練など過酷訓練がおこなわれる

ことも予想されますが、墜落事故が頻発している危険なオスプレイの訓練

は中止させなくてはなりません。 

 池野入観音堂（上古語父）の御開帳が、２２日おこな

われ、地元の人たちが参拝に訪れました。 

 池野入観音堂では、十 

一面観音と馬頭観音が一 

つの厨子の中に安置され 

ています。 

 観音像の厨子の隣には、 

淡島様の像もあります。 
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 富山型デイサービスは、赤ちゃんから高齢者、障がい

のあるなしにかかわらず、同じ施設でサービスが受けら     

れ、いっしょにすごす施  

設で、富山市内には５３

か所があります。 

 「富山型デイサービス」

は、縦割りのサービス提

供を、一か所の施設でお

こない、自宅にいるよう

にすごせる施設でした。 

   馬鳴菩薩堂 

 奈良町の正円寺は、正 

覚寺の末寺で、天和２年 

（１６８２）正覚寺５世 

の魏道大和尚の創建とい 

われています。 

 参道の正面には、「馬鳴 

大士」（めみょうだいし） 

と書かれた額が掲げられたお堂があります。 

 このお堂には、養蚕の神様として信仰されている白馬の上に

立った「馬鳴菩薩」が祀られています。 

 例祭には、「馬鳴様」のお札が配られ、受けたお札は蚕が当

たりますようにと祈願し、神棚にはられたそうです。 

         佐山町の赤鳥居 

                  佐山町のみなかみ町との

境に近いところに、立派な

赤い鳥居があり、「赤鳥居」

とよばれています。 

                 赤鳥居の奥深く、四釜川

の上流に以前は、十二山神

社があり、その神社の鳥居

と思われます。 


